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主  論  文  の  要  旨  
Association of serum bil irubin levels with development and progression of 
albuminuria, and decline in estimated glomerular filtration rate in patients 
with type 2 diabetes mellitus  (2 型糖尿病患者における血清ビリルビン値と  
アルブミン尿の進展および腎機能低下との関連に関する研究 )  
 
                   東京女子医科大学内科学（第三）講座  
（主任：内潟安子教授）  
                     東谷  紀和子   
Journal of Diabetes Investigation 誌  第 5 巻  第 2 号  228 頁〜 235 頁  
（平成 26 年 3 月発行）に掲載  
【要  旨】  
酸化ストレスは糖尿病性腎症の発症要因のひとつである。よって、強い抗酸化
作用を有するビリルビンは腎症の発症・進展に保護的に作用することが示唆さ
れる。そこで、 2 型糖尿病患者の腎症進展に対する血清ビリルビン値の影響を
前向き調査した。 東京女子医科大学糖尿病センターに通院中の，正常あるいは
微量アルブミン尿期の成人 2 型糖尿病患者のうち血清ビリルビン 1.2 ㎎ /dL 以
上あるいは明らかな肝胆道系疾患を有するものを除外した上で，アルブミン尿
の経過を観察した 1,915 名をアルブミン尿コホート、推算糸球体濾過量（ eGFR）
の変化を観察した 1,898 名を eGFR コホートとした。エンドポイントは微量ある
いは顕性アルブミン尿への進展および年間 eGFR 低下率である。血清ビリルビン
値は正常アルブミン尿患者 1,418 名の腎症進展には有意な予測因子ではなかっ
たが，微量アルブミン尿患者 497 名では， ビリルビン高値の患者で腎症進展が
有意に少ない結果であった（アルブミン尿コホート研究）。年間 eGFR 変化率と
血清ビリルビン値との間に有意な関連を認めなかった（ eGFR コホート研究）。
前向き研究により、 2 型糖尿病患者の血清ビリルビン高値がアルブミン尿の進
展に対して保護的に働く可能性を初めて明らかにした。  
 
